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令和元年度 第１回教育研究評議会議事要旨 

 

１．日 時  平成３１年４月３日（水）１３：１８～１５：０８  

２．場 所  百周年中村記念館 特別会議室 

３．出席者  学長，理事（教育・財務担当），理事（研究・産学連携担当）， 

理事（国際・評価担当），理事（総務・労務担当） 

副学長（学生・附属図書館担当），副学長（入試・広報担当）， 

副学長（情報担当），副学長（男女共同参画・社会連携担当） 

工学研究院長，情報工学研究院長，生命体工学研究科長，教養教育院長， 

副工学研究院長（副工学府長），副工学研究院長（副工学部長）， 

副情報工学研究院長（副情報工学府長）， 

副情報工学研究院長（副情報工学部長），副生命体工学研究科長， 

次世代ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ研究ｾﾝﾀｰ長 

４．列席者  近藤監事，林田監事 

 

５．学長挨拶 

  審議に先立ち，学長から新年度の挨拶があり，引き続き，役員並びに部局長等につい

て紹介があった。 

 

６．議事要旨確認 

平成３０年度第１３回（平成３１年３月６日），第１４回（平成３１年３月２０日）

の議事要旨（案）について確認が行われ，了承された。 

 

７．報告事項 

（１）平成３１年度役員及び部局長等の任命等について         （資料１） 

   学長から，平成３１年度の役員及び部局長等の任命について，報告があった。 

 

（２）専門職教員のテニュア審査委員会委員の変更について      （別添資料１） 

学長から，次のテニュア審査委員会の委員変更について報告があった。 

①高大接続・教育連携機構 AO部門 講師（専門職） １名 

 

（３）客員教授等の称号授与について            （資料２，別添資料２） 

学長から，新規に２名に客員教授等の称号を授与することについて，報告があっ

た。 

 

（４）２０１９年度学内予算編成方針について             （資料３） 

   会計課長から，２０１９年度学内予算編成方針について報告があった。共同研究

講座に係る間接経費については，共同研究等の間接経費とは異なる取扱いをするこ

とについて補足説明があった。 
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（５）日本学術振興会特別研究員制度の学内説明会について       （資料４） 

      理事（研究・産学連携担当）から，４月８日（月）に日本学術振興会特別研究員

制度の学内説明会を実施することについて報告があった。学長から，博士後期課程

については積極的に参加し，申請するように周知要請があった。 

 

（６）平成３０年度不正防止対策実施計画及びリスク別対応計画の取組状況について 

（資料５） 

   理事（研究・産学連携担当）から，平成３０年度不正防止対策実施計画及びリス

ク別対応計画の取組状況の報告があった。今年度より規則の見直しを行い，研究デ

ータの保存期間を原則５年から１０年に変更となっているので，保存については，

部局において適正な管理の依頼があった。また，論文投稿に当たってはオーサーシ

ップのあり方について，再度確認するよう補足説明があった。 

 

（７）共同研究講座の研究体制等に係る変更について          （別添資料３） 

   理事（研究・産学連携担当）から，（株）三和綜合土木との共同研究講座の研究

体制等に係る変更について報告があった。 

 

（８）学生の懲戒について                    （別添資料４） 

副学長（学生・附属図書館担当）から，本学の学生としての本分に反した行為を行

った学生に対し，懲戒処分したことについて報告があった。学長から，各部局におい

ては，再発防止に向けて取組むよう要請があった。 

 

（９）平成３１年度入学試験の実施結果及び実施状況について      （資料６）                    

副学長（入試・広報担当）から，平成３１年度入学試験実施結果及び実施状況につ

いて報告があった。 

 

（10）部局間交流協定等の締結について                （資料７） 

生命体工学研究科長から，以下の大学と部局間交流協定等を締結したことについて，

報告があった。 

    ①生命体工学研究科とブラウィジャヤ大学コンピュータ科学部 

（インドネシア・新規） 

 

（11）大学院に置く系及び専攻並びに教養教育院に置く系に関する規程の一部改正につ

いて                             （資料８） 

   総務課長から，大学院に置く系及び専攻並びに教養教育院に置く系に関する規程

の一部改正について報告があった。 

 

８．審議事項 

（１）マレーシア・プトラ大学とのダブルディグリー・プログラム合意書の締結につい

て                              （資料９） 
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理事（国際・評価担当）から，マレーシア・プトラ大学とのダブルディグリー・プ

ログラム合意書の締結について説明があり，審議の結果，了承された。 

 

（２）大学間交流協定の締結について                 （資料 10） 

理事（国際・評価担当）から，次の大学と大学間交流協定等を締結することについ

て説明があり，審議の結果，了承された。 

①マルチメディア大学（マレーシア・新規） 

   ②ローマ・ラ・サピエンツァ大学（イタリア・新規） 

   ③釜山大学校（韓国・更新） 

 

（３）平成３０年度日本学生支援機構大学院第一種奨学金返還免除候補者の推薦につい

て                              （資料 11） 

   副学長(学生・附属図書館担当）から，学生委員会において奨学金返還免除候補者

の予備選考を行った結果を受け，本学から日本学生支援機構へ推薦する候補者に係る

説明があり，審議の結果，了承された。 

 

９．その他 

（１）創立１１０周年記念-建設事業基金ご支援のお願い-について  

    学長から，２０１９年５月に迎える創立百十周年を記念して，老朽化のため使用を

停止した旧体育館について，産学協創による研究活動を促進するための先進的な研究

施設へとリノベーションするための募金活動を行うことについて，報告があった。 

なお，各部局において周知いただきたい旨協力依頼があった。 

 

（２）THE世界大学ランキング日本版 2019 ランキング対象外となったことについて 

（机上配付） 

   学長から，平成 31年 3月 27日にタイムズ・ハイヤー・エデュケーション(THE)の

世界大学ランキング日本版 2019が公表され，2019版では本学は，ランキングの対象

外という扱いになっていたことについて報告があった。今回より，在学生対象の任意

のアンケート調査が指標として新たに追加され，その有効回答数が本学は一定の件

数に達しなかったため，ラインキングの対象外となった。  

 

（３）次世代パワーエレクトロニクス研究センター平成３０年度活動報告について 

   次世代パワーエレクトロニクス研究センター長から，平成３０年度の活動につい

て報告があった。 

 

（４）教育研究評議会の次回開催日について 

平成３１年５月８日（水）午後１時３０分から百周年中村記念館特別会議室で開催

する予定。 


